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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つまたは複数の他の無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）と直接通信するための第１のＷ
ＴＲＵに実施される方法であって、
　前記第１のＷＴＲＵが、前記１つまたは複数の他のＷＴＲＵと通信するために直接のＰ
ｒｏＳｅ通信を利用する少なくとも２つのアプリケーションを実行するステップであって
、前記少なくとも２つのアプリケーションは、第１のアプリケーションおよび第２のアプ
リケーションを備える、ステップと、
　前記第１のＷＴＲＵが、前記第１のアプリケーションに送信されることになる第１のパ
ケットおよび前記第２のアプリケーションに送信されることになる第２のパケットを判定
するステップと、
　前記第１のＷＴＲＵが、前記第１のアプリケーションに基づいて、前記第１のパケット
に第１の優先度を割り当て、前記第２のアプリケーションに基づいて、前記第２のパケッ
トに第２の優先度を割り当てるステップであって、前記第１の優先度は、前記第２の優先
度より高くなる、ステップと、
　前記第１のＷＴＲＵが、前記第１のパケットおよび前記第２のパケットが同一の無線リ
ソースで競合していることを判定するステップと、
　前記第１のＷＴＲＵが、前記第１のパケットが前記第２のパケットより高い優先度を有
していることに基づいて、前記第２のパケットよりも前記第１のパケットの送信を優先さ
せるステップと、
　前記第１のＷＴＲＵが、前記１つまたは複数の他のＷＴＲＵに前記第１のパケットを送
信し、後続の直接のＰｒｏＳｅ送信機会まで前記第２のパケットの送信を抑制するステッ
プと
を備える方法。
【請求項２】
　前記第１のパケットが前記第１の優先度に関連付けられていることに基づいて、第１の
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コードが前記第１のパケットに割り当てられ、前記第２のパケットが前記第２の優先度に
関連付けられていることに基づいて、第２のコードが前記第２のパケットに割り当てられ
る、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のＷＴＲＵが、前記第１のパケットが前記第２のパケットより高い優先度に関
連付けられていることに基づいて前記第１のパケットの送信を完了した後、前記１つまた
は複数の他のＷＴＲＵに前記第２のパケットを直接送信する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のＷＴＲＵは、前記１つまたは複数の他のＷＴＲＵがセルラーネットワークと
通信するための中継機として機能する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　直接のＰｒｏＳｅ通信パケットの送信のための優先度レベルは、アプリケーションレベ
ルにおいて割り当てられる、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　アプリケーションレベルベースの優先度レベルは、前記第１のＷＴＲＵによって変更さ
れ得る、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のパケットは、ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ－Ｂ（ｅＮＢ）から受信されたアッ
プリンク許可（grant）に従って、前記１つまたは複数の他のＷＴＲＵに送信される、請
求項１に記載の方法。
【請求項８】
　プロセッサを備えた第１の無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、
　前記プロセッサは、
　１つまたは複数の他のＷＴＲＵと通信するために直接のＰｒｏＳｅ通信を利用する少な
くとも２つのアプリケーションを実行し、前記少なくとも２つのアプリケーションは、第
１のアプリケーションおよび第２のアプリケーションを備え、
　前記第１のアプリケーションに送信されることになる第１のパケットおよび前記第２の
アプリケーションに送信されることになる第２のパケットを判定し、
　前記第１のアプリケーションに基づいて、前記第１のパケットに第１の優先度を割り当
て、前記第２のアプリケーションに基づいて、前記第２のパケットに第２の優先度を割り
当て、前記第１の優先度は、前記第２の優先度より高くなり、
　前記第１のパケットおよび前記第２のパケットが同一の無線リソースで競合しているこ
とを判定し、
　前記第１のパケットが前記第２のパケットより高い優先度を有していることに基づいて
、前記第２のパケットよりも前記第１のパケットの送信を優先し、並びに、
　前記１つまたは複数の他のＷＴＲＵに前記第１のパケットを送信し、後続の直接のＰｒ
ｏＳｅ送信機会まで前記第２のパケットの送信を抑制する
ように構成された、第１のＷＴＲＵ。
【請求項９】
　前記第１のパケットが前記第１の優先度に関連付けられていることに基づいて、第１の
コードが前記第１のパケットに割り当てられ、前記第２のパケットが前記第２の優先度に
関連付けられていることに基づいて、第２のコードが前記第２のパケットに割り当てられ
る、請求項８に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１０】
　前記プロセッサは、前記第１のパケットが前記第２のパケットより高い優先度に関連付
けられていることに基づいて前記第１のパケットの送信を完了した後、前記１つまたは複
数の他のＷＴＲＵに前記第２のパケットを直接送信するように構成された、請求項８に記
載のＷＴＲＵ。
【請求項１１】
　前記第１のＷＴＲＵは、前記１つまたは複数の他のＷＴＲＵがセルラーネットワークと
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通信するための中継機として機能するように構成された、請求項８に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１２】
　直接のＰｒｏＳｅ通信パケットの送信のための優先度レベルは、アプリケーションレベ
ルにおいて割り当てられる、請求項８に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１３】
　アプリケーションレベルベースの優先度レベルは、前記第１のＷＴＲＵによって変更さ
れ得る、請求項１２に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１４】
　前記第１のパケットは、ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ－Ｂ（ｅＮＢ）から受信されたアッ
プリンク許可（grant）に従って、前記１つまたは複数の他のＷＴＲＵに送信される、請
求項８に記載のＷＴＲＵ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６７】
　ＷＴＲＵは、たとえば、直接またはネットワークノードを介して送信されることが可能
であるＮＡＳメッセージおよび／またはＲＲＣメッセージを介して、モビリティイベント
の発生に関するインディケーションをその他のＷＴＲＵへ送信するように構成されること
が可能である。例においては、ＷＴＲＵは、ＮＡＳメッセージを介して、モビリティイベ
ントの発生に関するインディケーションを、ＭＭＥおよび／またはｅＮＢを介して、その
他のＷＴＲＵへ送信することができる。例においては、ＷＴＲＵは、ＲＲＣメッセージを
介して、モビリティイベントの発生に関するインディケーションを、ｅＮＢを介して、そ
の他のＷＴＲＵに送信することができる。ＷＴＲＵは、ＮＡＳメッセージおよび／または
ＲＲＣメッセージを介して、モビリティイベントの発生に関するインディケーションをＭ
ＭＥおよび／またはｅＮＢへ送信することができる。ＭＭＥおよび／またはｅＮＢは、た
とえば、ＮＡＳメッセージおよび／またはＲＲＣメッセージを介して、通知をその他のＷ
ＴＲＵへ送信することができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８３】
　ＷＴＲＵは、モビリティイベントを検知するように構成されることが可能である。ＷＴ
ＲＵは、保留中のおよび／または発生しているモビリティイベントのタイプを判断するよ
うに構成されることが可能である。例においては、ＷＴＲＵは、モビリティイベントが、
ＣＳサービスに起因するシステム間変更であるかどうかを判断するように構成されること
が可能である。ＷＴＲＵは、モビリティイベントが、ＣＳＦＢに起因するシステム間変更
であるかどうかを判断するように構成されることが可能である。ＷＴＲＵは、モビリティ
イベントが、ＣＳ付加サービスに起因するシステム間変更であるかどうかを判断するよう
に構成されることが可能である。ＷＴＲＵは、モビリティイベントがＲＡＴ内ＨＯである
かどうかを判断するように構成されることが可能である。ＷＴＲＵは、モビリティイベン
トがＲＡＴ間ＨＯであるかどうかを判断するように構成されることが可能である。ＷＴＲ
Ｕは、モビリティイベントがＰＬＭＮ間ＨＯであるかどうかを判断するように構成される
ことが可能である。ＷＴＲＵは、モビリティイベントが、ＲＡＴ内ＨＯを伴うＰＬＭＮ間
ＨＯであるかどうかを判断するように構成されることが可能である。ＷＴＲＵは、モビリ
ティイベントが、ＲＡＴ間ＨＯを伴うＰＬＭＮ間ＨＯであるかどうかを判断するように構
成されることが可能である。ＷＴＲＵは、モビリティイベントがＷｉ－Ｆｉオフロードで
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あるかどうかを判断するように構成されることが可能である。ＷＴＲＵは、モビリティイ
ベントがＩＰフローレベルでのＷｉ－Ｆｉオフロードであるかどうかを判断するように構
成されることが可能である。ＷＴＲＵは、モビリティイベントがベアラレベルでのＷｉ－
Ｆｉオフロードであるかどうかを判断するように構成されることが可能である。ＷＴＲＵ
は、モビリティイベントが、ＰＤＮ接続のうちのそれぞれを移動させるＷｉ－Ｆｉオフロ
ードであるかどうかを判断するように構成されることが可能である。ＷＴＲＵは、モビリ
ティイベントがネットワーク支援のセル変更命令であるかどうかを判断するように構成さ
れることが可能である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８６】
　ＷＴＲＵは、ＰｒｏＳｅセッションに関与しているアプリケーション上で取られること
になるアクションを判断するように構成されることが可能である。ＷＴＲＵは、取られる
ことになるアクションが、ＰｒｏＳｅセッションを一時停止することであるかどうかを判
断するように構成されることが可能である。ＷＴＲＵは、たとえば、モビリティイベント
がＣＳＦＢである場合に、取られることになるアクションが、ＰｒｏＳｅセッションを一
時停止することであるかどうかを判断するように構成されることが可能である。ＷＴＲＵ
は、たとえば、モビリティイベントが、ＣＳＦＢに起因するＲＡＴ間ハンドオーバーであ
る場合に、取られることになるアクションが、ＰｒｏＳｅセッションを一時停止すること
であるかどうかを判断するように構成されることが可能である。ＷＴＲＵは、たとえば、
モビリティイベントがＰＬＭＮ間ハンドオーバーである場合に、取られることになるアク
ションが、ＰｒｏＳｅセッションを一時停止することであるかどうかを判断するように構
成されることが可能である。ＷＴＲＵは、たとえば、モビリティイベントがＲＡＴ間ハン
ドオーバーである場合に、取られることになるアクションが、ＰｒｏＳｅセッションを一
時停止することであるかどうかを判断するように構成されることが可能である。ＷＴＲＵ
は、たとえば、モビリティイベントがＲＡＴ内ハンドオーバーである場合に、取られるこ
とになるアクションが、ＰｒｏＳｅセッションを一時停止することであるかどうかを判断
するように構成されることが可能である。ＷＴＲＵは、取られることになるアクションが
、ＷＬＡＮを介してＰｒｏＳｅセッションを継続することであるかどうかを判断するよう
に構成されることが可能である。ＷＴＲＵは、たとえば、モビリティイベントがシステム
間変更である場合に、取られることになるアクションが、ＷＬＡＮを介してＰｒｏＳｅセ
ッションを継続することであるかどうかを判断するように構成されることが可能である。
ＷＴＲＵは、取られることになるアクションが、インターネットを介してＰｒｏＳｅセッ
ションを継続することであるかどうかを判断するように構成されることが可能である。Ｗ
ＴＲＵは、たとえば、モビリティイベントがＣＳＦＢである場合に、取られることになる
アクションが、インターネットを介してＰｒｏＳｅセッションを継続することであるかど
うかを判断するように構成されることが可能である。ＷＴＲＵは、取られることになるア
クションが、ＰｒｏＳｅセッションを終了することであるかどうかを判断するように構成
されることが可能である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９２】
　ＷＴＲＵは、たとえば、特定のアプリケーションインスタンスのサポートをブロードキ
ャストする目的で、無線上でアイデンティティーおよび／またはコードを送信するように
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構成されることが可能である。コードは、特定のアプリケーションの専用であること、ま
たは特定のアプリケーションに対応することが可能である。ＷＴＲＵは、特定のアプリケ
ーションのインスタンスを実行しているＷＴＲＵがプロキシミティ内にあるということを
発見すること、およびブロードキャストされたコードを検知することが可能であるように
構成されることが可能である。たとえば、コードは、ユーザ、および／またはそのユーザ
に関連付けられているＷＴＲＵ上で実行されているアプリケーションに関する（たとえば
、そのコード内に組み込まれている）情報を含むことができる。たとえば、ＦｉｒｓｔＮ
ａｍｅ　ＬａｓｔＮａｍｅという名前のユーザが、ＴｅｓｔＡｐｐｌｉｃａｔｉｏｎと呼
ばれているアプリケーションを使用していると想定すると、無線上で送信されるコードは
、ＦｉｒｓｔＮａｍｅ．ＬａｓｔＮａｍｅ＠ＴｅｓｔＡｐｐｌｉｃａｔｉｏｎとしてデコ
ードされ解釈されることが可能であり、これは、ＷＴＲＵがＴｅｓｔＡｐｐｌｉｃａｔｉ
ｏｎというアプリケーションを実行していて、ＴｅｓｔＡｐｐｌｉｃａｔｉｏｎというア
プリケーションのユーザのユーザ名がＦｉｒｓｔＮａｍｅ　ＬａｓｔＮａｍｅであるとい
うことを意味することができる。ＷＴＲＵは、コードを受信するように構成されることが
可能である。ＷＴＲＵは、特定のユーザ名／アプリケーションの組合せを実行している可
能性があるその他のＷＴＲＵを検知するためにコードを利用するように構成されることが
可能である。ＷＴＲＵは、稼働している１または複数のアプリケーションを有することが
できる。例として、ＷＴＲＵは、無線上でコードのＮ回の送信（たとえば、Ｎは、ＷＴＲ
Ｕ内のＮ個のアプリケーションに対応する整数である）を実行するように構成されること
が可能である。ＷＴＲＵは、たとえば、ブロードキャストおよび発見方法を用いて、どの
アプリケーションおよびユーザがそのＷＴＲＵにおいて実行されているかをその他のＷＴ
ＲＵが発見することを可能にするためにＮ回の送信を実行することができる。ＷＴＲＵは
、たとえば、ユーザおよび／またはオペレータの好みに基づく、それぞれのアプリケーシ
ョンに関する優先度レベルを含むことができる。複数のアプリケーションを実行している
ＷＴＲＵは、無線リソースの使用に関して複数のアプリケーションの間における競合を経
験する可能性がある。複数のリソースの間における競合を経験しているＷＴＲＵは、特定
のコードをブロードキャストするために無線リソースを使用することを試みることをトリ
ガーするように構成されることが可能である。たとえば、ＷＴＲＵによってブロードキャ
ストされる特定のコードは、複数のアプリケーションが無線リソースを求めて競合してい
るということを示すこと、および／または無線リソースを求めて競合しているアプリケー
ションのアイデンティティーを示すことが可能である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９７】
　優先度レベルおよび／またはルールは、ＷＴＲＵがそのホームＰＬＭＮ内にあるか、ま
たは訪問先ＰＬＭＮ内にあるかに応じて変わることが可能である。訪問先ＰＬＭＮおよび
／または（たとえば、訪問先ＰＬＭＮ内の）ローカルプロキシミティサーバは、ホームＰ
ＬＭＮの好みをフェッチすることができ、たとえばＷＴＲＵが訪問先ＰＬＭＮ内にある場
合に、アプリケーションをどのように優先順位付けするかに関して最終決定を行うことが
できる。訪問先ＰＬＭＮは、優先順位付けされたリストをＷＴＲＵに提供することができ
る。ＷＴＲＵは、優先順位付けされたリストを訪問先ＰＬＭＮから受信するように構成さ
れることが可能である。ＷＴＲＵは、優先順位付けされたリストをローカルに、たとえば
、アプリケーションごとにブロードキャスティングリソースを割り当てるために使用する
ことができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０５
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０５】
　ｅＮＢは、ＰｒｏＳｅ接続をスケジュールするように構成されることが可能である。ｅ
ＮＢは、ＰｒｏＳｅ接続のための専用のＤＲＢの使用を容易にするように構成されること
が可能である。ｅＮＢ以外のＣＮノードは、ＰｒｏＳｅ　ＤＲＢに関する任意のＱｏＳメ
トリックおよび／または優先度を設定することができる。ｅＮＢは、ＰｒｏＳｅ　ＤＲＢ
に関する任意のＱｏＳメトリックおよび／または優先度をＣＮノードから受信するように
構成されることが可能である。ｅＮＢは、ＷＴＲＵからのインディケーションを使用して
、ＰｒｏＳｅ　ＤＲＢに関する優先度および／またはリソース許可を決定することができ
る。ＷＴＲＵは、スケジューリング要件を示すことができる。ｅＮＢは、ＷＴＲＵからス
ケジューリング要件を受信することができる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３７】
　ＷＴＲＵは、ＰｒｏＳｅ通信のために再利用されることが可能な、ネットワークとの通
信のために使用されたのと同じセキュリティーコンテキストおよび／またはアルゴリズム
を使用するように構成されることが可能である。たとえば、ネットワークは、非ＰｒｏＳ
ｅ通信のために使用されているＷＴＲＵのＮＡＳおよび／またはＡＳセキュリティーコン
テキストがＰｒｏＳｅ通信のために使用されることも可能であるということを確実にする
ことができる。例においては、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵどうしの間におけるＰｒｏＳｅ通信
のためにＮＡＳセキュリティーコンテキストを（たとえば、おそらくはＮＡＳセキュリテ
ィーコンテキストのみを）再利用することができる。ＷＴＲＵは、ＮＡＳセキュリティー
のための３ＧＰＰ　ＮＡＳセキュリティーコンテキストを再利用することができる。ＮＡ
Ｓセキュリティーのための３ＧＰＰ　ＮＡＳセキュリティーコンテキストは、ＷＴＲＵと
ＭＭＥとの間におけるセキュリティーである場合がある。ＷＴＲＵは、非Ｐｒｏｓｅ通信
のために使用されるＡＳセキュリティーコンテキストとは異なる、Ｐｒｏｓｅセッション
のためのＡＳセキュリティーコンテキストを使用することができる。非Ｐｒｏｓｅ通信の
ためのＡＳセキュリティーコンテキストは、ＷＴＲＵとｅＮＢとの間におけるセキュリテ
ィーである場合がある。ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵどうしの間におけるＰｒｏＳｅ通信のため
にＡＳセキュリティーコンテキストを（たとえば、ＡＳセキュリティーコンテキストのみ
を）再利用することができる。ＷＴＲＵは、ＡＳセキュリティーのための３ＧＰＰ　ＡＳ
セキュリティーコンテキストを再利用することができる。ＡＳセキュリティーのための３
ＧＰＰ　ＡＳセキュリティーコンテキストは、ＷＴＲＵとｅＮＢとの間におけるセキュリ
ティーである場合がある。ＷＴＲＵは、非ＰｒｏＳｅ通信のために使用されるＮＡＳセキ
ュリティーコンテキストとは異なる、ＰｒｏＳｅセッションのためのＮＡＳセキュリティ
ーコンテキストを使用することができる。非ＰｒｏＳｅ通信のためのＮＡＳセキュリティ
ーコンテキストは、ＷＴＲＵとＭＭＥとの間におけるセキュリティーである場合がある。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５６】
　上では特徴および要素が特定の組合せで記載されているが、それぞれの特徴または要素
は、単独で、またはその他の特徴および要素との任意の組合せで使用されることが可能で
あるということを当技術分野における標準的な技術者なら理解するであろう。加えて、本
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明細書において記載されている方法は、コンピュータまたはプロセッサによって実行する
ためにコンピュータ可読メディア内に組み込まれているコンピュータプログラム、ソフト
ウェア、またはファームウェアで実施されることが可能である。コンピュータ可読メディ
アの例は、（有線接続またはワイヤレス接続を介して送信される）電子信号、およびコン
ピュータ可読ストレージメディアを含む。コンピュータ可読ストレージメディアの例は、
読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、レジスタ、キャッ
シュメモリ、半導体メモリデバイス、内蔵ハードディスクおよび取り外し可能ディスクな
どの磁気メディア、光磁気メディア、ＣＤ－ＲＯＭディスクおよびデジタル多用途ディス
ク（ＤＶＤ）などの光メディアを含むが、それらには限定されない。ＷＴＲＵ、端末、基
地局、ＲＮＣ、または任意のホストコンピュータにおいて使用するための無線周波数トラ
ンシーバを実施するために、ソフトウェアと関連付けられているプロセッサが使用される
ことが可能である。
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